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議　長

長谷部　集

副議長

小澤　重則

■ 

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
４
月
22
日
に
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
人
議
員
５

名
を
含
む
22
名
の
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
負
託
と
信
頼
に
応
え
、
市
民
福
祉
の
充
実
と
市
政
の
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
私
共
は
、
改
選
後
に
開
か
れ
ま
し
た
５
月
15
日
の
第
一
回

臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
第
九
代
議
長
、
副

議
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
使
命
と
職
責
の
重
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
子

育
て
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
防
災
力
の
強
化
な
ど
、
地
方
自
治

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
く
な
る
中
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
に
課
せ
ら
れ
る
責
務
は
大
変
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
本
市
に
お
い
て
は
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
や
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
に

伴
う
事
業
展
開
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
積
極
的
に
伺
う
と
と
も
に
施
策
に
対
す
る
調
査
を
行
い
、
市
当
局

と
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
る
な
ど
議
会
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
議
員
の
大
き
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
対
話
集
会
や
常

任
委
員
会
活
動
等
で
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
が
で
き
る
機
会
を
作
り
、
よ

り
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
に
取
り

組
む
所
存
で
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
益
々
の

ご
健
勝
、
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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議

会

の

構

成

◦	

総
務
教
育
常
任
委
員
会

	

委　

員　

長	

滝
川　

美
幸　

	

副
委
員
長	

金
丸　

幸
司

	

　

委　
　

  

員	

秋
山　

照
雄

	

　

委　
　

  

員	

赤
澤　
　

厚

	

　

委　
　

  

員	

松
井　
　

豊

	

　

委　
　

  

員	

有
泉
庸
一
郎

	

　

委　
　

  

員	

小
浦　

宗
光

◦	

厚
生
環
境
常
任
委
員
会

	

委　

員　

長	

山
本　

英
俊　

	

副
委
員
長	

横
山　

洋
介

	

　

委　
　

  

員	

伊
藤　
　

毅

	

　

委　
　

  

員	

谷
口　

和
男

	

　

委　
　

  

員	

五
味　

武
彦

	

　

委　
　

  

員	

小
澤　

重
則

	

　

委　
　

  

員	

保
坂　

芳
子

◦	

建
設
経
済
常
任
委
員
会

	

委　

員　

長	

金
丸　
　

寛　

	

副
委
員
長	

清
水　

和
弘

	

　

委　
　

  

員	

加
藤　

敬
徳

	

　

委　
　

  

員	

清
水　

正
二

	

　

委　
　

  

員	

斉
藤　

芳
夫

	

　

委　
　

  

員	

内
藤　

久
歳

	

　

委　
　

  

員	

藤
原　

正
夫

◦	

議
会
広
報
常
任
委
員
会

	

委　

員　

長	

五
味　

武
彦　

	

副
委
員
長	

伊
藤　
　

毅

	

　

委　
　

  

員	

加
藤　

敬
徳

	

　

委　
　

  

員	

谷
口　

和
男

	

　

委　
　

  

員	

小
澤　

重
則

	

　

委　
　

  

員	

山
本　

英
俊	　

◦ 

伊
藤
　 

　
毅

　

「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都

市
」
お
よ
び
「
創
甲
斐
教
育
」
の
実
現

に
向
け
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
若
者
か
ら
高
齢
者
の
方
の
声
を

反
映
し
ど
の
世
代
か
ら
も
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
、
そ
し
て
皆
さ
ま
が
「
甲
斐

市
大
好
き
」
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

加
藤
　
敬
徳

　

子
育
て
・
医
療
・
介
護
な
ど
市
民
お

一
人
お
一
人
の
お
声
の
中
か
ら
こ
の
街

の
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
、
市
政
に
届
け

て
ま
い
り
ま
す
。
住
み
や
す
く
、
住
み

た
い
街
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
け
る
甲

斐
市
を
目
指
し
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

◦ 
谷
口
　
和
男

　

私
が
甲
斐
市
に
住
み
だ
し
て
三
十
六

年
。
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
竜
王
健
康

友
の
会
・
戦
争
さ
せ
な
い
甲
斐
市
民

ネ
ッ
ト
な
ど
、
暮
ら
し
と
平
和
を
守
る

運
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
市
議
会

議
員
と
し
て
、
よ
り
一
層
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦ 

秋
山
　
照
雄

　

私
は
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
、
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
か

か
げ
市
民
の
健
康
づ
く
り
な
ど
を
推
進

し
て
い
く
公
約
実
現
に
向
っ
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
し
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ 

清
水
　
和
弘

　

夢
と
希
望
が
広
が
る
甲
斐
市
を
目
指

し
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

地
域
連
携
型
防
災
計
画
の
推
進
、
空
き

家
対
策
な
ど
の
環
境
整
備
、
安
全
で
快

適
な
歩
道
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ 

横
山
　
洋
介

　

子
育
て
世
代
、
そ
し
て
責
任
世
代
と

し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
「
今
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
」
を
考
え
、
生
活
者
や
現
場
目

線
で
議
員
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
最
年
少
議
員
と
し
て
若
い
発
想
を

取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ 

金
丸
　
幸
司

　

地
方
議
員
に
は
課
題
発
掘
の
能
力
と

同
時
に
政
策
の
立
案
と
実
現
す
る
事
が

今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。
地
域
の

声
を
く
み
取
り
、
政
策
の
提
言
、
実
現

の
た
め
に
自
身
の
議
員
力
ア
ッ
プ
に
挑

戦
し
、
二
期
目
、
更
な
る
決
意
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員
22
人
の
抱
負

新体制スタート

平成30年５月15日、議員選挙後の初議会を開き、議長、副議長、各常任委員会委員の選任などを行いました。
議員任期は、平成34年４月30日までの４年間。議員定数は22名です。
なお、初議会（第１回臨時会）の議案審査結果は、次号（56号）でお伝えします。

第５期
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◦	

議
会
運
営
委
員
会

	

委　

員　

長	

斉
藤　

芳
夫　

	

副
委
員
長	

赤
澤　
　

厚

	

　

委　
　

  

員	

秋
山　

照
雄

	

　

委　
　

  

員	

清
水　

和
弘

	

　

委　
　

  

員	

五
味　

武
彦

	

　

委　
　

  

員	

松
井　
　

豊

	

　

委　
　

  

員	

有
泉
庸
一
郎

	

　

委　
　

  

員	

内
藤　

久
歳

	

　

委　
　

  

員	

保
坂　

芳
子

◦	

議
会
選
出
監
査
委
員

	

小
浦　

宗
光

	

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

	

伊
藤　
　

毅	

滝
川　

美
幸	

	

五
味　

武
彦	

清
水　

正
二

	

内
藤　

久
歳	

藤
原　

正
夫

	

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合

	

秋
山　

照
雄	

金
丸　

幸
司

	

松
井　
　

豊	

斉
藤　

芳
夫

	

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

	

横
山　

洋
介	

赤
澤　
　

厚

	

有
泉
庸
一
郎	

山
本　

英
俊

	

峡
北
地
域
広
域
水
道
企
業
団

	

保
坂　

芳
子

	

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

	
 

谷
口  

和
男

※	

任
期
は
委
員
会
条
例
第
３
条

の
規
定
に
よ
り
２
年
。
ま

た
、
議
長
は
常
任
委
員
会
委

員
を
辞
退
。

◦ 
滝
川
　
美
幸

　

議
員
２
期
目
を
迎
え
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
身
近

な
問
題
を
は
じ
め
、
十
年
先
二
十
年
先

も
活
力
あ
る
甲
斐
市
を
創
る
た
め
に
、

今
何
を
す
べ
き
か
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
考
え
共
に
行
動
し
、
全
力
で
私
の
持

て
る
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ 

五
味
　
武
彦

　

「
市
民
の
声
を
市
政
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
行
政
と
の
更
に
太
い
パ
イ
プ

役
を
目
指
し
ま
す
。
産
業
創
出
・
観
光

の
強
化
、
子
育
て
世
代
お
よ
び
高
齢
者

対
策
の
充
実
、
防
災
対
策
や
交
通
安

全
・
地
域
防
犯
対
策
の
強
化
、
若
者
へ

の
行
政
参
加
推
進
な
ど
取
り
組
み
ま
す
。

◦ 

金
丸
　
　
寛

　

「
市
民
参
加
の
街
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
支

援
と
投
資
拡
大
、
高
齢
者
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
、
街
の
中
核
、

赤
坂
台
の
創
生
、
そ
し
て
遊
休
地
を
少

し
で
も
減
ら
す
地
域
ぐ
る
み
の
農
業
の

継
承
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◦ 

赤
澤
　
　
厚

　

市
民
の
幸
せ
と
甲
斐
市
発
展
の
た
め

に
、
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
を
目
指
し

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
全
力
で
取
り
組

み
、
常
に
市
民
目
線
で
皆
さ
ま
一
人
一

人
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
「
活
力
あ

ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
を
目
指
し
一

生
懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ 

小
澤
　
重
則

　

甲
斐
市
の
安
心
、
安
全
な
町
づ
く
り

を
目
指
し
、
将
来
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ

ン
作
り
と
、
今
後
の
市
民
生
活
に
直
結

し
た
課
題
を
最
優
先
し
、
常
に
皆
さ
ま

方
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
議
論
を
絶
や

さ
ず
、
良
き
代
弁
者
と
な
る
べ
く
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◦ 
松
井
　
　
豊

　

地
方
自
治
の
二
元
代
表
制
実
現
の
た

め
、
毎
議
会
で
必
ず
質
問
す
る
と
と
も

に
、「
議
会
報
告
」
を
行
い
ま
す
。
公
約

で
あ
る
国
保
税
の
一
人
一
万
円
引
き
下

げ
、
学
校
給
食
の
無
料
化
、
高
三
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
実
現
に
全
力
を
上
げ
ま
す
。

◦ 

清
水
　
正
二

　

常
に
市
民
目
線
に
立
ち
、
市
民
の
声

を
行
政
に
届
け
、「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ

る
生
活
快
適
都
市
」
を
目
指
し
て
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
自
身
の
議
員
力
を
増
し
て
、
将
来

に
備
え
た
財
政
基
盤
安
定
化
を
図
る
提

案
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ 

斉
藤
　
芳
夫

　

人
口
減
少
社
会
に
ど
う
対
応
す
る

か
、
財
源
不
足
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題

で
す
。
ま
た
田
敷
線
の
全
線
開
通
に
伴

う
、
安
全
で
安
心
で
き
る
街
づ
く
り
は

重
要
な
問
題
で
す
。
私
は
一
つ
一
つ
細

か
い
所
に
目
を
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
政
策
提
言
し
て
い
く
考
え
で
す
。

◦ 

有
泉
　
庸
一
郎

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、

議
員
定
数
削
減
問
題
や
先
例
に
と
ら
わ

れ
な
い
議
会
改
革
に
つ
い
て
徹
底
討
論

し
市
民
の
皆
さ
ま
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
議
会
を
目
指
し
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ 

長
谷
部
　
集

　

市
民
生
活
を
安
全
で
快
適
な
も
の
に

す
る
た
め
の
対
策
、
ま
た
将
来
を
見
据

え
た
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
定
住
人
口
の

増
加
、
観
光
資
源
の
発
掘
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
提
言
を
行
い
ま
す
。
市
民
と

同
じ
目
線
で
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ 
山
本
　
英
俊

　

皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
て
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
、「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
む

け
、
私
の
目
標
で
あ
る
子
育
て
支
援
、

介
護
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
努
め
、「
緑
と

活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
の
実

現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

◦ 

内
藤
　
久
歳

　

二
〇
四
五
年
の
甲
斐
市
の
将
来
推
計

人
口
は
一
五
年
度
比
約
九
千
人
減
少
す

る
予
想
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
時
代
を
見
据
え
、
行
政
改
革
を
推
進

し
財
政
の
健
全
化
お
よ
び
効
果
的
な
事

業
の
推
進
が
重
要
で
す
。
行
政
と
連
携

を
図
り
議
会
の
役
割
り
を
は
た
し
て
い

き
ま
す
。

◦ 

藤
原
　
正
夫

　

甲
斐
市
二
十
一
世
紀
の
明
る
い
未
来

を
見
据
え
教
育
と
文
化
、
福
祉
の
充

実
、
人
に
や
さ
し
く
絶
え
ず
市
民
優
先

の
市
政
を
推
進
し
、
中
小
企
業
、
商
店

街
の
活
性
化
を
図
り
環
境
保
全
と
快
適

な
生
活
基
盤
を
整
備
し
笑
顔
の
絶
え
な

い
、
明
る
い
街
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◦ 

小
浦
　
宗
光

　

人
が
生
き
て
い
る
の
と
同
様
に
、
地

域
も
生
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
地
域
と

人
を
支
え
る
の
が
、
市
政
で
あ
り
ま

す
。
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
今
日
、

従
来
の
拡
大
基
調
（
大
型
事
業
）
を
転

換
し
、
縮
小
社
会
の
将
来
の
財
政
負
担

を
考
え
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◦ 

保
坂
　
芳
子

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て

暮
せ
る
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
文
化
の

薫
る
」
甲
斐
市
を
目
指
し
ま
す
。
市
民

相
談
に
迅
速
・
誠
実
に
対
応
し
ま
す
。

対
話
の
中
か
ら
今
一
番
必
要
な
も
の
を

見
つ
け
政
策
実
現
の
た
め
議
場
で
訴
え

て
い
き
ま
す
。



か と う　 た か の り

加 藤 敬 徳
① １期 ② 54歳
③ 富竹新田427-6
④ 公明党　⑤ 公明党

２番

い と う　 た け し

伊 藤 　  毅
① １期 ② 44歳
③ 富竹新田1024-1
④ 無所属　⑤ 新政会

１番

か ね ま る　 こ う じ

金 丸　 幸 司
① ２期 ② 44歳
③ 玉川866
④ 公明党　⑤ 公明党

７番

た に ぐ ち　 か ず お

谷 口 和 男
① １期 ② 63歳
③ 西八幡1664-5
④ 日本共産党
⑤ 日本共産党甲斐市議団

３番

し み ず　 か ず ひ ろ

清 水 和 弘
① １期 ② 70歳
③ 篠原55-1
④ 無所属　⑤ 新政会

５番

よ こ や ま　 よ う す け

横 山　 洋 介
① ２期 ② 40歳
③ 島上条659-1
④ 無所属
⑤ 甲斐市民クラブ

６番

あ き や ま　 て る お

秋 山 照 雄
① １期 ② 69歳
③ 西八幡2588
④ 無所属　⑤ 新政会

４番

12番

た き が わ　 み ゆ き

滝 川　 美 幸
① ２期 ② 65歳
③ 玉川667-11
④ 無所属
⑤ 甲斐市民クラブ

ご み　 た け ひ こ

五 味　 武 彦
① ２期 ② 71歳
③ 長塚175-2
④ 無所属
⑤ 甲斐市民クラブ

か ね ま る　 ひ ろ し

金 丸 　 寛
① ２期 ② 71歳
③ 竜王3001
④ 無所属
⑤ 甲斐市民クラブ

あ か ざ わ　 あ つ し

赤 澤 　 厚
① ２期（２）② 70歳
③ 牛句38
④ 無所属
⑤ 創政甲斐クラブ

お ざ わ　 し げ の り

小 澤　 重 則
① ３期 ② 62歳
③ 竜王新町876-16
④ 無所属　⑤颯新クラブ

ま つ い　 ゆ た か

松 井　　 豊
① ３期 ② 68歳
③ 牛句2305
④ 日本共産党
⑤ 日本共産党甲斐市議団

し み ず　 し ょ う じ

清 水　 正 二
① ３期 ② 68歳
③ 万才154-1
④ 無所属　⑤ 新政会

さ い と う　 よ し お

斉 藤　 芳 夫
① ３期 ② 69歳
③ 富竹新田1909-5
④ 無所属
⑤ 甲斐市民クラブ

ありいずみ  よういちろう

有 泉　 庸 一 郎
① ４期 ② 70歳
③ 宇津谷396
④ 無所属
⑤ 颯新クラブ

は せ べ　 し ゅ う

長 谷 部　 集
① ４期（１）② 46歳
③ 龍地2353-2
④ 無所属
⑤ 創政甲斐クラブ

や ま も と　 ひ で と し

山 本　 英 俊
① ５期（１）② 62歳
③ 中下条1303-1
④ 無所属
⑤ 創政甲斐クラブ

な い と う　 ひ さ と し

内 藤　 久 歳
① ５期（１）② 69歳
③ 中下条218-3
④ 無所属
⑤ 創政甲斐クラブ

ふ じ は ら　 ま さ お

藤 原　 正 夫
① ５期（１）② 69歳
③ 牛句2350-42
④ 無所属
⑤ 創政甲斐クラブ

こ う ら　 む ね み つ

小 浦　 宗 光
① ５期（１）② 74歳
③ 亀沢2609
④ 無所属
⑤ 甲斐市民クラブ

ほ さ か　 よ し こ

保 坂　 芳 子
① ５期（２）② 66歳
③ 龍地4527-1
④ 公明党　⑤ 公明党

８番 10番 11番９番

17番13番 15番 16番14番

22番18番 20番 21番19番

新しい市議会議員を紹介

写真左上は議席番号
　①期別・（　　）は旧町議期別　　　②年齢（５月１日現在）
　③住所　　　④所属政党　　　⑤所属会派

任 期：平成30年５月１日 〜 平成34年４月30日
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